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具体的には X 上の二つの位相 Ti,花に対して下限，上限はそれぞれ
inf{T1, T2} =T1 n T:公









































v(a) = 0⇔ a= 0,
v(a・/3) = v(a)v(/3), 


















定理 1([1]). (K, v)を非自明な（完備とは限らない）付値体で，距離完備化による拡
大体（このとき，付値が拡張され，再び付値体となる.)(K, D)は励所コンパクトである
とする．このとき，有限次元 K 線ー形空間 Xに対して，X と両立する位相全体の成す束
（双(X),c)はXを係数拡大したパ線形空間ふ=K@KXのK部分空間全体u(X)
に包含関係コを与えた束 (u(X),コ）と次の対応で同型となる．
n 双 (X)ぅT>-+ I(U) E u(X), 
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すと「勝手な Ti,T2 E TK(X)に対して T1n T2 E TK(X)であるか」となるこれに関
しては係数体の位相体に依存して真偽が変わる．
以下の例は P.Samuel([6]) によって与えられた例で，冗(X) と ~(X) の下限が一致しな
い例である.[6]ではXの代数構造として群を考えているが，係数体戦として離散位相
を与えたものを考えると，線形空間と両立する位相の例となる．
例 1.X =配として，X上に 2つの位相Tぃ花を次で定める．
T1 := {{x} X (Y1,Y2) C股2Ix, Yl, Y2 E股｝を開基とする位相，
T2 := {(互巧） X {y} C政2I X1, 四，yE艮｝を開基とする位相
このとき T1,T2は離散位相を与えた位相体股上の線形空間fi.2と両立する位相である．
他方でT1n花は配と両立する位相ではないことを背理法で示す.T1n T2が両立する
位相であると仮定する．位相空間（配，T1n T2)の点 (0,0)の開近傍 Uとして次で定め
られるものがとれる．
1 
U := {(x,y) E股2I IY< -I叫または2lxl< IYI} U {(O, O)}. 
2 
このとき，背理法の仮定より和が連続なので，Tin花における点(0,0)の開近傍Vがとれ
て，v+v:= {釘+V2 I V1, V2 E V} C Uが成り立つ．さらにTi,乃の定義から十分小さい
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